
　８．中国（地域別調査機関：（社）中国地方総合研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

良くなる ○ ○
やや良くなる スーパー（店長） ・東日本大震災より１年が経過し、県も明治維新150年祭を

企画しており、やや期待が持てる。
スーパー（総務担当） ・年が明けてからの落ち込みが予想より少なく、期待が持て

る。
スーパー（販売担当） ・客単価は低下しているものの、来客数と販売量にはそれほ

どの落ち込みはなく、日々接する客の様子からは購買意欲の
向上がうかがえ、今後緩やかながら景気が回復していく。

コンビニ（エリア担
当）

・一時販売量が低下したが比較的安価な商品の回転率が上昇
している。東日本大震災から１年が経過し、今後は現在売上
が順調な低価格商品を中心にやや良くなる。

乗用車販売店（統括） ・前年は東日本大震災の影響で落ち込んだが、今年はエコ
カー補助金効果が見込め販売量は上向く。

乗用車販売店（店長） ・新型車投入の追い風もあり、初売り以降好調に推移してい
る。エコカー減税延長前の買い控えの影響は感じられない。

乗用車販売店（業務担
当）

・新製品の投入、エコカー減税の延長など追い風状況であ
り、２～３月にかけてはしばらくこの状況が続く。

乗用車販売店（副店
長）

・政府のエコカー減税延長の見通しに伴い、需要が見込まれ
る。

自動車備品販売店（経
営者）

・季節商材が動き出すが、海外の安価な商品が多く売れるた
め売上金額は微増にとどまる。

その他専門店［和菓
子］（経営者）

・大河ドラマの影響が大きく、良い状況が継続する。

その他専門店［海産
物］（経営者）

・今月があまりにも悪いため、２～３か月後は今よりは良く
なる。

その他小売店［ショッ
ピングセンター］（営
業担当）

・春物に移行する時期がかなり遅れているため、春先にも使
用できる重衣料が定価で稼動すると単価の上昇が見込める。

一般レストラン（外食
事業担当）

・これから入学、入園の時期になるとともに、東日本大震災
からも１年が経過しており、前年に比べて景気はやや良くな
る。

観光型ホテル（スタッ
フ）

・問い合わせや予約状況が増加している。

都市型ホテル（総支配
人）

・宿泊関係の予約状況は前年比微増である。宴会、婚礼等の
予約状況も前年に比べ10％ほど良くなっている。

通信会社（企画担当） ・東日本大震災の影響は薄れてきており、何とか少しずつで
も持ち直そうという前向きな気持ちもあることから良い方向
へ向かう。

テーマパーク（業務担
当）

・春に開催する大型行事により、例年以上の動員を見込んで
いる。

テーマパーク（広報担
当）

・３月からイベントを開催し、宣伝も強化する予定で、天候
が安定すれば来客数は上向く。

ゴルフ場（営業担当） ・昨年は東日本大震災等の影響により、来客数が減少した
が、今年の景気は上向きとなっている。

変わらない 商店街（代表者） ・商店街内の工事の影響もあるが、人通りや来客数が減少
し、今後も販売量は伸び悩む。

一般小売店［靴］（経
営者）

・春物が入ってきて街の雰囲気は明るいが、商店街の空き店
舗は更に増加している。

一般小売店［茶］（経
営者）

・消費者はこのまま様子をみながらの節約ムードが続く。

一般小売店［酒店］
（経営者）

・何か起爆剤がない限りこの傾向はあまり変わらない。

百貨店（営業担当） ・アウトレットパーク等の新設の影響がどの程度続くか予測
し難いが、５月連休明けまでは厳しい状況が続くものと覚悟
している。影響が少なくなりアウトレットパークオープン前
の状態に戻っても、不景気のなかで客の購買意欲が簡単に戻
ることはなく、長期低迷状況は継続する。

百貨店（営業担当） ・今すぐ必要な物は購入しても、あったら便利という物に関
しては購入意欲が低い状況が続く。

百貨店（販売促進担
当）

・冬の最終セール、春物商戦が始まるが、客の慎重な購買姿
勢は継続しており、客単価の低下も見込まれることから、大
きな景気回復感は期待できない。

百貨店（売場担当） ・東日本の復興需要の期待から、商品供給は平年並みに安定
し、トレンドがないものの客単価が安定して前年並みで推移
する。

家計
動向
関連



百貨店（購買担当） ・１月の後半は例年春物が売場の３分の２を占めているが、
今年は昨年12月まで気温が高かったため冬物の動きが悪く、
１月に入って気温の低下で冬物が動き始めている状況であ
る。メーカーは冬物の売上を優先するため、春物を作らず売
れない状況で、春の商材を店頭で見ることがないため、今後
春の商材については不透明である。

百貨店（販売担当） ・競合店のオープン景気も落ち着いてくるものの、土日の来
客数が戻らなければ引き続き厳しい状況が続く。

百貨店（営業企画担
当）

・現在の環境からは景気が上向くことは考えられない。

スーパー（店長） ・ここ半年販売点数は前年を下回っており、この状況は変わ
らない。

スーパー（店長） ・客１人当たりの買上点数が減少しており、節約志向は続い
ている。

スーパー（販売担当） ・客層に変化がなく、今後も客単価、来客数の増加が見込め
ない。

コンビニ（エリア担
当）

・たばこ値上げから１年が経過し、影響も薄れてきている。
また、気温低下もあり現在はやや下向き傾向ではあるが、大
きく下がる要因はなく現状維持で推移する。

家電量販店（店長） ・ある程度の１人暮らし需要が見込めるものの、近年徐々に
１人暮らし需要も減っており、現状で推移する。

乗用車販売店（営業担
当）

・エコカー補助金や減税の話などで動き始めてはいるが、ま
だ金を使うこと自体に抵抗がある客が今後も増える。

乗用車販売店（店長） ・今の状況が最高点なので、これ以上良くなることは考えづ
らい。

住関連専門店（営業担
当）

・今後の景気は不透明で、来月以降はどうなるかわからな
い。

その他専門店［布地］
（経営者）

・当地域には明るい材料はないが、これから暖かくなり、他
地方の活力で良くなることを当てにしている。

その他専門店［ファッ
ション雑貨］（従業
員）

・今後増税の懸念等厳しい材料しかなく、現状のまま推移し
景気が上向くことはない。

一般レストラン（エリ
ア担当）

・近隣店舗の値下げ競争が厳しさを増してきており、危機感
を抱いている。

観光型ホテル（支配
人）

・インバウンドを含め宿泊予約は好調なものの、婚礼予約の
入込が例年に比べて非常に悪くなっている。婚礼に限れば、
地域全体でみても今上期は前年比でマイナスとなる。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・新年会や歓送迎会も安価な居酒屋に流れており、ホテルの
宴会プランも料金を下げざるを得ない状況である。

タクシー運転手 ・現在の状況が良くなる要素が見当たらない。
タクシー運転手 ・これからは異動の時期等もあるが状況は変わらない。
通信会社（社員） ・好転材料がない。
通信会社（営業担当） ・上向く要素がなく今の状況と変わらない。
通信会社（営業担当） ・景気低迷の影響に加え、地上デジタル放送の普及、ＢＳ放

送の拡充、多チャンネル放送サービス等へのニーズが落ち込
んでおり、回復の見通しが立たない。

通信会社（総務担当） ・依然として販売増に結び付く需要拡大が見込めない。
テーマパーク（管理担
当）

・原子力発電所の問題、政治の問題、今後の消費税の問題な
ど、客の動向を消極的にするものが多すぎる。

競艇場（職員） ・今後は現在と同等の集客が見込めるレースの開催となって
いる。

その他サービス［介護
サービス］（介護サー
ビス担当）

・ここ２～３か月に景気の変化が特にみられなかったことか
らも、今後２～３か月で特別何か大きな社会情勢の変化でも
ない限り、景気が変わることはない。

設計事務所（経営者） ・客の動向が変わらないことから景気の大きな変化がない。
設計事務所（経営者） ・復興支援、住宅エコポイント制度等の支援制度で、リ

フォーム市場活性化への動きは出てきているが、消費者の動
きは今一歩である。

設計事務所（経営者） ・建築材料が入りにくくなったり、値上がり傾向にあるとい
う話を聞いている。春になり新しい年度を迎えると、東北の
本格的な復興が始まるので、人手不足や建築物価の値上がり
に拍車がかかるのではないかと心配している。

住宅販売会社（経理担
当）

・住宅エコポイントの発行も始まったが一時的なもので、景
気回復までは難しい。

やや悪くなる 商店街（代表者） ・外部環境も厳しいなか、景気浮揚策もない現状では良くな
るとは考えられない。

百貨店（売場担当） ・食品物産展や特別招待会などは順調だが、総じて近隣地区
との集客競争に勝てる要素が少ない。

スーパー（業務開発担
当）

・通常の特売価格では売れなくなっており、超目玉を越え
超々目玉の価格でないと動かない状況である。特に１月半ば
以降顕著になっている。



スーパー（管理担当） ・売上は依然として前年並みが続き上がってこないなか、増
税等のマスコミ報道により景気の上昇は望めない。

スーパー（営業システ
ム担当）

・増税などの動きが今後どうなるかによって景気の様子も変
わる。ただ、一時的に増税前の駆け込み購入から買い控えの
流れになることは確実である。

コンビニ（エリア担
当）

・今月末から来月には周辺の道路工事が終わるので、来客
数、客単価は元に戻るが、山陰の企業で大幅な人員削減が
あったので、全体としての景気は悪くなる。

コンビニ（副地域ブ
ロック長）

・本年度も競合他社は過去最高の出店を予定しており、既存
店への影響が引き続き懸念される。

衣料品専門店（経営
者）

・景気が良くなる要素が見当たらない。

衣料品専門店（経営
者）

・消費税増税の話等が出ると日常品以外の物は厳しくなる。

衣料品専門店（地域ブ
ロック長）

・客は必需品だけを買う傾向が続いており、今後も昨年に比
べて来客数は減少し、客単価も低下する。

家電量販店（店長） ・エコポイント需要とアナログ放送停波前の特需の反動がし
ばらく続く。節電を意識した買換え需要も景気低迷によりお
う盛ではなく、買換えサイクルも伸びる傾向にあり販売量の
増加にはつながらない。

家電量販店（店長） ・客の話から就職難で学生が専門学校等に行く可能性が大き
くなることが予想され、家庭の出費が悪化することから売上
は悪くなる。

高級レストラン（ス
タッフ）

・これからの予約について、レストラン部門は不透明であ
り、宿泊部門や宴席部門はあまり良くない状況となってい
る。

一般レストラン（経営
者）

・相変わらずのデフレ傾向で、客は待てば価格が下落するよ
うに思っている。この世相を反映して、必要不可欠の物しか
購入しない傾向は今後も持続する。また、外食が支出を切り
詰める対象に当たるので、今以上の来客数減少が懸念され
る。

その他飲食［サービス
エリア内レストラン］
（支配人）

・ここ何か月も良くなる様子はうかがえない。また、報道に
よる景気低迷のニュースも影響して先行きは非常に不安であ
る。

タクシー運転手 ・勤務時間の制限が厳しくなり、思うように仕事ができな
い。

タクシー運転手 ・当地域は公務員主体の街で、給料の削減等の報道もありや
や悪くなる。

美容室（経営者） ・客の経済状況が改善される気配はない。
美容室（経営者） ・今までの経済状況からみても、今年は今までより厳しい年

になる。
住宅販売会社（従業
員）

・来客数も一段と減少傾向にあるため、今後の受注状況にも
影響が及ぶ。

住宅販売会社（販売担
当）

・原子力の問題に起因する電気料金の不安定要素が強く、少
なからず光熱費の上昇が予想され、イラン情勢次第では燃料
費価格の更なる上昇も懸念される。

悪くなる 商店街（代表者） ・政治状況、円高、景気後退、東日本大震災後の復興の遅れ
などを考えると景気が良くなることはなく、客の消費マイン
ドにも期待できない。

商店街（代表者） ・年金や円高等の問題で消費者は閉塞感があり、灯油やガソ
リン等の値上げもあることから今後景気は悪くなる。

スーパー（店長） ・４月に新たな競合店となるディスカウント店がオープンす
るため、近隣の競合店６店の販売促進が激化する。

スーパー（財務担当） ・特殊なイベントでは来客数も増加し、客単価も上昇する
が、平常時は節約志向がますます顕著になり客単価が減少す
る。

通信会社（通信事業担
当）

・受注数はほとんど例年と変わらず、解約数が上回る状況が
続いていたが、ここに来て受注数そのものが減ってきてお
り、非常に厳しい状況になる。

美容室（経営者） ・今後景気が良くなる材料が見当たらず、商店街での客との
話でも同様である。

良くなる ○ ○
やや良くなる 輸送用機械器具製造業

（経営者）
・これからも現在の忙しい状況が継続する。

コピーサービス業（管
理担当）

・今月の受注量の落ち込みが大きく、来月は年間でも最低と
なるが、３月以降は年度末の特需で回復が期待できる。

変わらない 農林水産業（従業者） ・平成23年の年間水揚げ数量は26,744トン、水揚げ金額は39
億3,129.6万円となっている。水揚げ数量は前年と比べ
109.4％で1,520トンの増加、水揚げ金額も106.1％で２億
2,631.3万円の増加となっており、今後も大きな変化はな
い。

企業
動向
関連



食料品製造業（総務担
当）

・１～３月、各企業は在庫を持つこともなく、収支に関して
敏感になっており、４月からの値上げが心配である。

食料品製造業（総務担
当）

・良い情報も悪い情報も聞かないが、まわりの状況を見てみ
るとこのままの状況が続く。

繊維工業（統括担当） ・現在の状態が続く見込みのため、しばらくは変化がない。
木材木製品製造業（経
理担当）

・冬期季節要因もあるが、国内外の不安感、不透明感の影響
もあり景気はやや悪くなっている。

化学工業（総務担当） ・景気の先行き不透明感が強い。
窯業・土石製品製造業
（総務経理担当）

・鉄鋼向けは鉄鋼業減産の影響が出てきて生産が減少する
が、焼却炉の新設案件の受注が入り現在の生産量が継続する
見込みである。

非鉄金属製造業（経理
担当）

・現在の状況が続き特段の動きはみられない。

電気機械器具製造業
（広報担当）

・受注が減少したままで当面回復は見込めない。

建設業（総務担当） ・社会情勢が今一つ落ち着かず、インフラ整備への意欲が高
まっていない。

輸送業（業務担当） ・現行の変化はなく当面は変わらない。
通信業（営業企画担
当）

・来年度への予算時期ではあるが、来期の大型設備投資に関
する案件が昨年度と比較し少なくなっている。

金融業（自動車担当） ・米国経済の回復などプラス要因はあるが、ユーロ危機は当
面解決できずに世界的な景気停滞感が持続し、地元自動車部
品メーカーは売上が伸び悩み、減収基調となる。

金融業（営業担当） ・当地で大手メーカーの事業所撤退のニュースが流れてお
り、企業撤退時の雇用の喪失、取引企業の存亡等の問題も今
後発生する可能性が高い。地元の経営層と話をしても、まだ
まだ将来を楽観視する話は聞かれない。今後３か月をみても
地域が潤うような話もなく、現状と大きく変化のない状況が
続く。

広告代理店（営業担
当）

・年度末で動きが活発な企業もあるが、全体的にみると少し
鈍い状況である。

やや悪くなる 化学工業（経営者） ・当社製品は海外を含め日本の自動車メーカーの生産台数か
らの影響が大きいが、欧州の信用不安等景気の悪化懸念材料
があり引き続き受注量は減少基調となる。

金属製品製造業（総務
担当）

・原材料価格の上昇はないものの、受注が想定していたより
も伸びず、見込みの70％にとどまりそうである。このままの
見通しでは、人員の削減等の合理化をせざるを得ない状況で
ある。

一般機械器具製造業
（経営企画担当）

・海外向けの自社製品の受注は回復基調にあるが、現況の為
替水準では海外事業全体の採算は見込めず、今後大幅な損益
悪化が続く見通しである。

電気機械器具製造業
（総務担当）

・製造業では消費税は大きなインパクトがあるため引上げ動
向を懸念している。

輸送用機械器具製造業
（経営企画担当）

・受注減少傾向は決算月後は強くなる。

その他製造業［スポー
ツ用品］（総務担当）

・以前より多少採用が増え明るさもあるが、円高による海外
生産増加には歯止めがかからず、工場移転が相次いでおり、
国内の空洞化がますます進む。

建設業（経営者） ・仕事が減少し、廃業、倒産する取引先も多くなっている。
事業所の撤退や閉鎖もあり、地域全体の景気が下降してい
る。

会計事務所（職員） ・公共事業からの受注がパッとしない。製造業は親会社が受
注を外国にシフトする動きが見られ、国内の下請に回す量が
減ってきているため、価格競争もし烈になってきており見通
しは良くない。

悪くなる 鉄鋼業（総務担当） ・１～３月は自動車関連が年度末であり、当地区の自動車
メーカーと自動車関連のメーカーは、そこそこの生産水準を
見込んでいる。一方、４月以降は生産した反動で大幅減の見
込みとなっている。また、復興需要についても、実需となっ
て具体化するのは今年秋以降となるため来年度上期は厳しい
状況となる。

鉄鋼業（総務担当） ・欧州の信用不安の問題があり、国内も消費税増税など消費
マインド萎縮の話ばかりで景気は悪くなる。

一般機械器具製造業
（総務担当）

・受注量や販売量の動きから今後悪くなる。

輸送用機械器具製造業
（総務担当）

・親企業は、価格を下げて納品できない関連企業から、中国
や韓国の企業に乗り換えることも充分あり得る。

輸送業（総務担当） ・取扱量が減少するとともに、同業他社との価格競争が激化
していく。

良くなる － －
やや良くなる － －

雇用
関連



変わらない 人材派遣会社（営業担
当）

・各企業の新卒、中途採用の計画はまだ積極性を取り戻して
いない状況である。

人材派遣会社（支社
長）

・即戦力を求める求人は増えているが、一方で再就職支援の
ニーズも増えてきている。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・東日本大震災の影響が緩和して、足元の受注は回復してい
るが、円高や海外景気の減速から先行きは厳しい見通しであ
る。円高などの影響で中小企業でも海外進出の動きが出てお
り、産業空洞化が現実になりつつある。

職業安定所（職員） ・11月に管内大手事業所の撤退の発表や、大規模な事故が発
生したほか、隣接地域のシリコン製造工場の閉鎖により500
人以上の解雇者が出る等、ここのところ不安定要因が増えて
いる。現在までのところ雇用面では、当初心配されたほどの
大きな影響は出ていないが、先行きは不透明である。産業別
では、医療や福祉業が依然として求人意欲が高いが、卸、小
売業ではパート求人の減少が目立っている。

民間職業紹介機関（人
材紹介担当）

・景気を左右するほどの条件や材料が見当たらない。

やや悪くなる 人材派遣会社（営業担
当）

・当地域の基幹産業である自動車、鉄鋼の大手企業の生産が
芳しくなく、裾野の関連企業にも波及し、求人数や派遣社員
数が落ち込む。

求人情報誌製作会社
（広告担当）

・求人数が増える要素が少なく、あっても内容が以前から変
わらない求人が継続的にある程度である。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・ごく一部の製造業が好調なくらいで、総じて先行き不安か
ら、より一層のコスト削減を進めるなど、守りの経営が目に
つく。

悪くなる 職業安定所（職員） ・製造業では円高の影響が引き続いているため求人意欲も低
調な状況が続く。販売関係も時期的に低調になることから求
人意欲が低調になる。観光関係も降雪の関係で来客数が減少
し、低調となる。


